
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
を
受

け
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
を
給
付
す
る

対
象
世
帯
と
は
。

支
援
金
の
対
象
世
帯
と
な
る
生
活
困
窮

者
世
帯
と
は
、
こ
れ
ま
で
総
合
支
援
資

金
の
再
貸
付
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
再
貸
付

の
申
請
を
し
た
も
の
の
不
決
定
と
な
っ
た
者

で
、
収
入
、
資
産
、
就
労
活
動
等
の
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
と
な
る
。

支
援
金
は
、
世
帯
当
た
り
単
身
世
帯
月
額

６
万
円
、
２
人
世
帯
月
額
８
万
円
、
３
人
以

上
世
帯
は
月
額
10
万
円
を
３
か
月
間
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
抑
え
込
む
対
策
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た
者
と
濃
厚

接
触
者
に
該
当
し
な
い
程
度
の
接
触
が
あ
っ

た
職
員
、
児
童
ら
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
と
実

三
条
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、
専
門
員

の
任
期
に
つ
い
て
伺
う
。

単
年
度
ご
と
の
雇
用
と
な
る
が
任
期
は

複
数
年
を
考
え
て
い
る
。

Q

Q

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
推
進
事
業
費
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員
の
身
分

は
ど
う
な
る
の
か
。

三
条
市
職
員
と
し
て
一
般
職
の
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
す
る
。

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
推
進
事
業

費
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
任
専
門
員

を
導
入
す
る
が
、
実
際
に
専
門
員
を
導
入
し

て
成
功
し
た
事
例
が
他
市
町
村
で
あ
っ
た

の
か
。正

確
に
は
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
特
化
し
た
人
材
を
採
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
公
募
と
い
う
形
で
ふ
る
さ
と
納
税
に
特

化
し
た
人
材
を
採
用
す
る
ア
イ
デ
ア
は
、
日

本
で
初
め
て
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
公
募
の

過
程
、
プ
ロ
セ
ス
か
ら
全
国
的
に
大
き
く
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
、
三
条
市
の
認
知
度

を
さ
ら
に
上
げ
て
い
き
た
い
。

QQ
　

採
用
に
当
た
っ
て
は
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
る
採
用
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
を
通
し
て
広
く
公
募
し
た
い
。

実
績
に
よ
る
成
功
報
酬
的
な
考
え
は

命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
設
置
補
助
金
の

交
付
要
領
に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
世
帯
、
世
帯
主
が
障
が
い
者
の

世
帯
、
配
偶
者
の
な
い
世
帯
主
と
児
童

の
み
の
世
帯
、
そ
れ
ら
に
準
ず
る
世
帯
を
対

象
と
し
、
住
宅
お
よ
び
車
庫
や
物
置
等
の
付

属
建
物
の
屋
根
に
ア
ン
カ
ー
を
設
置
す
る
工

事
費
の
２
分
の
１
、上
限
10
万
円
を
補
助
す
る
。

Q

Q

現
在
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
業
者
と
の
関

係
に
つ
い
て
伺
う
。

委
託
内
容
に
返
礼
品
の
魅
力
向
上
等
に

向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。

Q

ダイ
ジェスト！

Q A＆

6 月定 例 会
一 般 質 問ダイジェスト！

通
学
路
等
に
お
け
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

学
校
等
欠
席
時
の
非
接
触
型

連
絡
手
段
に
つ
い
て

「
オ
リ
パ
ラ
首
長
連
合
」
と

「
ヘ
ル
ス
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
」に
つ
い
て

不
審
者
情
報
の
件
数
が
増
加
傾
向
だ

が
、
前
定
例
会
で
述
べ
た
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
一
定
の
効
果
が
あ

る
。
自
治
会
で
の
設
置
状
況
を
踏
ま

え
、
教
育
委
員
会
や
学
校
と
連
携
し
設
置
に
関

す
る
考
え
方
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

保
護
者
や
学
校
の
負
担
軽
減
の
一
つ
と

し
て
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
や
Ｅ
メ
ー
ル

等
を
使
い
非
接
触
型
で
児
童
生
徒
の
欠
席
等
を

伝
え
る
手
段
を
構
築
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

連
絡
体
制
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
具

体
的
に
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。
早
急
に
導
入
に
向
け
る
。

成
果（
効
果
）は
。

ウ
イ
ル
ス
発
生
の
た
め
、
成
果
は
限
定

さ
れ
た
。

ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
予
定
し
て
い
た
事

業
が
中
止
に
な
っ
た
時
、
処
置
は
市
長

行
方
不
明
者
の
捜
索
や
不
法
投
棄
防
止

に
も
使
え
る
か
。

議
論
が
及
ん
で
い
な
い
が
、
今
後
警
察

や
関
係
団
体
と
カ
メ
ラ
設
置
に
関
し
て

運
用
方
針
等
の
検
討
を
進
め
る
。

Q

Q

QQ

Q

補
正
予
算
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

来
年
度
に
は
設
置
が
見
込
め
る
の
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
等
は
認
識
し
て

い
る
。
各
方
面
と
調
整
協
議
を
進
め
、

し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
応
す
る
。

Q

三
条
市
公
式
ア
プ
リ
等
の

必
要
に
つ
い
て

三
条
総
合
病
院
の
存
続
に

つ
い
て

行
政
情
報
の
ア
プ
リ
化
を
行
う
考
え
は

あ
る
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
総
合
情
報
発
信
と

問
い
合
わ
せ
対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
と
し
た

ら
ど
の
方
法
が
い
い
か
検
討
す
る
。

Q

栄地域に設置した防犯カメラ

「
随
意
契
約
」で
契
約
し
た
の
か
。

全
庁
的
な
判
断
で
契
約
し
た
。

Q
「
随
意
契
約
理
由
書
」に
書
い
て
あ
る
こ
と

の
裏
付
け
実
査
は
し
た
の
か
。

特
に
し
て
い
な
い
。

Q
「
委
託
業
者
」の
調
査
を
し
た
の
か
。

業
者
の
送
っ
て
き
た
会
社
案
内
を
参
考

に
し
た
。

Q
「
契
約
書
」の
内
容
は
精
査
し
た
の
か
。

弁
護
士
に
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
い
た
か
。

弁
護
士
に
は
見
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

Q
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
地
域

経
済
活
性
化
最
先
端
モ
デ
ル
事
業
」の

３
者
で
の
調
印
式
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
か
。

詳
し
く
は
知
ら
な
い
。

Q

明
ら
か
に
未
実
施
な
業
務
が
あ
る
が
、

未
実
施
分
は
支
払
う
必
要
は
な
い
の

で
は
。理

事
者
協
議
の
末
、
事
業
は
完
了
し

て
い
る
の
で
、
市
役
所
の
総
意
で
支

払
っ
た
。

Q

令
和
５
年
度
開
院
予
定
の
県
央
基
幹
病

院
は
、
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生

会
支
部
新
潟
県
済
生
会
に
運
営
が
委
託
さ
れ

る
。
今
後
三
条
総
合
病
院
は
、
現
状
の
外
来

機
能
を
有
す
る
19
床
の
有
床
診
療
所
と
し
て

存
続
で
き
る
見
通
し
な
の
か
。

県
央
基
幹
病
院
開
院
後
の
三
条
総
合
病

院
の
体
制
は
、
昨
年
9
月
の
県
央
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
決
定
し
、
計
画
通
り

進
め
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

Q

住
宅
雪
対
策
事
業
費
、
高
齢
者
世
帯

等
の
命
綱
の
固
定
ア
ン
カ
ー
設
置
補

助
金
2
0
0
万
円
に
つ
い
て
。
対
象
と
な
る

世
帯
数
と
そ
の
う
ち
今
回
見
込
ん
で
い
る
世

帯
数
は
ど
う
か
。

対
象
と
な
る
高
齢
者
世
帯
数
は
、
お
よ

そ
１
万
２
０
０
０
世
帯
。
利
用
件
数
を

20
件
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算
）

報
第

5
号

空
家
等
対
策
事
業
費
の
当
該
建
物
の
解

体
対
象
は
今
回
塔
屋
部
分
だ
け
だ
。
い

ず
れ
全
体
の
解
体
撤
去
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
場
合
国
県
の
財
政
支
援
は
あ
る
の

か
。

建
物
全
体
を
解
体
す
る
場
合
、
費
用
の

５
分
の
２
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
国
の

制
度
を
検
討
し
た
い
。

Q

費
用
の
回
収
見
込
み
は
。

徴
収
は
見
込
め
な
い
。

Q

他
に
事
案
は
な
い
の
か
。

現
時
点
で
は
な
い
。

Qに
相
談
し
た
の
か
。

全
庁
的
な
判
断
で
決
断
し
た
。

な
い
の
か
。

報
酬
は
職
務
の
特
殊
性
に
基
づ
き
設
定
し

て
い
る
。
成
功
報
酬
は
考
え
て
い
な
い
。

施
検
査
数
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

市
役
所
庁
舎
や
施
設
等
に
感
染
者
や
濃

厚
接
触
者
が
発
生
し
た
場
合
、
感
染
拡

大
防
止
に
重
き
を
置
く
と
と
も
に
、
窓
口
業

務
や
施
設
等
の
利
用
を
速
や
か
に
再
開
す
る

た
め
に
、
よ
り
安
全
な
サ
イ
ド
に
立
つ
こ
と

が
肝
要
と
考
え
、
保
健
所
の
行
政
検
査
か
ら

外
れ
た
者
に
対
し
て
も
、
市
民
か
ら
安
心
し

て
も
ら
え
る
よ
う
任
意
検
査
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。
実
施
検
査
数
は
、
５
０
０
件
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。
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